平成２５年１月
日本将棋連盟山形県支部連合会

支部長　各位

支部連合会

事務局長　石井知征
支部連合会新年会会議録

1． 日時　　平成２５年１月２６日（土）１５時より

2． 場所　　天童市天童温泉　ほほえみの宿滝の湯

3． 会議内容（司会　石井事務局長）

・開会挨拶　山口雅則県連会長

・来賓挨拶　山形新聞社取締役編集局長　山川　敏春　氏

日本将棋連盟理事　　　　　大野木紀良　氏
　　　　　　　　　　　〃　　棋士　　　　　宮田　利男七段

4． 会議（座長　山口県連会長）

１）総会懸案事項
　①アマ竜王戦の地区割りの件（石井事務局長）
・昨年の総会において、新庄支部から、これまで会員の人数割りで地区予選会を実施してきたが、
新庄地区は１０数名の　参加で１名の代表。山形地区は２０数名の参加で７名の代表はおかしく
感じているとの提起あり。

・総会では、事務局にて検討のうえ、県連新年会に提案する。ということに決議された。
【提案】
・新庄地区を１名増の２名。山形地区を１名減の６名としたい。
（座長）
・事務局から提案がありましたが、いかがですか。
　（後藤天童北斗支部支部長）
・異議なし。
　（山口村山支部幹事長）

　　・竜王戦については、以前は支部代表としていた。１６名にこだわることなく増やしても良いので
はないか。例えば２４名とか。

　（石井事務局長）

　　・その話し合いは総会でもされたうえで、事務局に本席にて提案するよう求められておりますので、
提案を協議していただきたい。

　（座長）

　　・いかがですか。

　（全員）

　　・「異議なし」の声あり

　（座長）

　　・そのように決します。

　　②小学生名人戦の開催方法について（石井事務局長）
　　・総会にて、県予選会への参加人数の増を目的として、「各支部より代表１名を選出し、交通費や

　　　参加費は県連負担」と決議している。
　　・現時点において、５支部から報告がある。
　　・県大会は、初級・中級・名人戦の部と３クラスあり、各支部からの代表は名人戦の部に出場と
　　　なるが、支部予選会で敗退したとしても県大会に再度出場できるので、各支部に啓発をお願い
　　　したい。

　（座長）

　　・何かございますか。

　（上野鶴岡支部幹事長）

　　・開催時期についてですが、２月初旬の開催というと山越えでの大会で交通状況に厳しいものが

　　　あるので、今後、改善に向けて検討をお願いしたい。

　（石井事務局長）

　　・以前支部対抗戦の県大会において、尾形太志さんが交通事故を起こしたことがあった。同様の

　　　ことが考えられますので、１２月中の開催を検討します。

　（座長）

　　・そのようにお願いします。
　２）山形新聞社主催関連事項
　　　別添の資料により、山形新聞社編集局将棋担当の多田良宏氏が説明
　　①第３５回県職場・団体対抗将棋大会について
　　　　　・予選会参加チームが２００９年は１６チーム、１０年は１５チーム、１１年が１８チーム、この
　　　　　　度は２６チームと増えた。

　　　　　・ただ、酒田・飽海地区が１チーム、米沢・置賜地区が２チームと少ない。主管支部のご努力をお

　　　　　　願いしたい。

　　　　（座長）

　　　　　・酒田荘内支部長さん、その辺りいかがですか。

　　　　（佐々木酒田庄内支部長）

　　　　　・１チームが強すぎて、回りのチームがあきらめているようだ。

　　　　（上野鶴岡支部幹事長）

　　　　　・今回は山形地区から参加したが、鶴岡を主宰した感想は、県大会出場常連で組んだチームが突出

　　　　　　しており、弱い老人会チームはあきらめて来年は出場しないと思う。努力はするが。
　　　　（山口村山支部幹事長）

　　　　　・予選会からの出場チーム数を複数にできないものか。昨年の県連新年会において、山新さんの了
解を得てこのようになった。参加チームが多ければ、将来、Ａ・Ｂ・Ｃとクラスが増えることが
望ましいと思う。

　　　　（山川編集局長）

　　　　　・様子を見たうえで、予選会の参加チームが増えれば考えたい。

　　　　（座長）

　　　　　・秋田ではＡ～Ｄまで１００チームを超えて参加している。将来に向かってクラス分けにすること

　　　　　　も考えられると思う。山新さんと協力していきたい。　　　　　

　　　　※参考（懇親会における意見）
　　　　　・県内トップの参加がある限り、来年の参加チームは減るのではないか。
　　　　　・県大会優勝者は出場できなくしても良いのではないか。トップの参加がなければ参加をあきらめ

　　　　　　ている方々が参加できるようになる。

　　　　　②各種日程について
　　　　　・アマ名人戦や選手権については、県連のＨＰにも掲載されておりますので、東北六県大会につい

　　　　　　て説明する。会社上層の判断もあり、対局はメディアタワー、宿泊と懇親会は山形グランドホテ

　　　　　　ルとしたい。本県チームの優勝のためにご協力をお願いしたい。

　　　　（座長）
・何かございますか。
　（石井事務局長）
　　　　　・職場・団体対抗将棋大会の県大会の日程について、祭日ではなく、日曜日開催の要望がありまし

　　　　　　たので、この辺りを伺ってもらいたい。
　　　　（座長）

　　　　　・いかがですか。

　　　　（外島山形支部副幹事長）
・県大会への出場を決めた４チームのうち１チームが、県大会当日休みではないので出場できない
　と辞退された。できれば日曜日にしてもらいたい。

　（山川編集局長）

　　・職場対抗ということで、勤労感謝の日に開催していたと思われるが、今回から再スタートとなっ

　　　たこともあり、特にこだわってはいない。

　（石井事務局長）

　　・本年は、土曜日でもあり支障ないのではないか。

　（山口村山支部幹事長）

　　・祭日が休みでない会社は、ほとんど土曜日も休みではないと思う。

　（座長）

　　・今年は日程のとおりで、来年に向けて検討してはいかがですか。

　（全員）

　　・異議なし

　３）その他

　　①アマ銀河戦の運営方法について（石井事務局長）
　　・山形県大会は昨年から実施しており、大会はスイス式５回戦で２敗失格にて実施
　　　【良かった点】
　　　　・２敗失格者は、プロの指導を受けられた
　　　　・参加人数が何名でも対応できる

　　　　・運営事務の手間がかからない

　　　【問題点】

　　　　・参加者が４の倍数であれば支障はないが、昨年の大会では２２名であったため、対局数が

　　　　　奇数になり１名が不戦勝になった

　　　　・当初の抽選で下位から成績が悪い順に不戦勝としたが、スイス式は点数が重要である

　　　　・不戦勝を０点としたが、順位決定の際に不利になった

　　　【改善点】

　　　　・次回から、不戦勝にも点数を与える

（不戦勝の場合、「同じ勝点の人と対戦」とする。「例」自分の勝ちが３勝の場合３点）

　（座長）

　　・いかがですか。

　（上野鶴岡支部幹事長）

　　・一般的には、半分に分けて１番上と、分けた下の１番上と対戦するのもある。抽選であると割り
　　切ることもあるが。

　（座長）

　　・連盟から大野木さんが見えておられるので、伺いたい。

　（大野木連盟理事）

　　・スイス式には、上野さんが言われたやり方や、上から当てていくとか色んなやり方があり、決ま

っているものはない。連盟では、上から同じ勝点の人をあてている。

　（座長）
　　・事務局からの提案で支障ありませんか。
　（全員）

　　・支障なし

　（座長）
　　・それではそのようにお願いします。

　　②反則や疑惑の行為について（石井事務局長）
　　・二歩など、連盟のハンドブックに書いてある明らかな反則は、即負け

　　・しかし、ハンドブックに書いていない疑惑行為については、１回目はイエローカードで注意。

　　　２回目はレッドカードで負け、としたい

　（座長）

　　・いかがですか

　（全員）

　　・支障なし

　（座長）
　　・それではそのようにお願いします。

　　・その他、ございますか。

　（村岡天童支部長）

　　①交流室の利用について

　　・第三日曜日が天童支部の例会と決まっているので、茂木室長と調整をお願いしたい。
　　②備品の搬出・搬入について

　　・搬出の際には、県連事務局員が持っていくが、搬入の際、最後まで責任を持ってやって欲しい。
　　　銀河戦の際には、事務局がおらず、私と渡辺の２名で納めた経緯があった。

　（座長）

　　・大変、天童支部にはご迷惑をおかけしました。今後、そのようなことが無いように対処します。

　（大野木連盟理事）

　　・支部対抗戦については４０年以上の歴史を持つ大会ですが、１００名支部には特典として全国大
会への出場が認められている。

　　・個人戦は支部と県大会の２回のチャンスがある。

　　・連合会長会議の際に、京都県連の棋道師範から、団体戦について緩和の要望が出された。

・団体戦は、支部内の予選にて代表を決めてしまうと、それ以外の方は県大会への参加が制限され　

　てしまうので、参加できるようにと。

　（村岡天童支部長）

　　・特典なんだからそれで良いと思うが。
　（山口村山支部幹事長）

　　・県大会が先になると、強いメンバーで組んで代表を取り、残りのメンバーで支部代表を決めると

　　　いうことも考えられる。

　（石井事務局長）

　　・そのような場合は、支部代表を先に決める必要があると思う。

　（村岡天童支部長）

　　・１００名で１チームなりの特典となっているが、これが２００名、あるいは３００名なら、２つ

　　　とか３つを認めても良いのではないか。

　（石井事務局長）

　　・それは会員数の増加にもなるのではないか。また、連盟に決めていただく必要がありますので、
　　　参考意見として伺っておけば良いと思う。

　（大野木連盟理事）

　　・山形県さんの貴重なご意見を伺い、ありがとうございました。

　（座長）

　　・その他、ご意見がなければこれにて閉会とします。

５．講演

　１）「連盟の新たな体制などについて」　　　　　　　　　　　　日本将棋連盟理事　大野木紀良様
　　【要旨】

　　　・米長前会長の死去後に理事会があり、谷川浩司会長、田中寅彦専務理事体制がスタートした

　　　・島朗九段は、非常勤理事から常勤理事になった

　　　・任期は、６月に開催される棋士総会まで

　　　・事前に予備選挙がある

　　　・谷川会長の基本方針は、米長前会長の遺志を引き継ぎ「対局と普及は同等」

　　　・従来、Ａ級順位戦の最終９回戦はＮＨＫのＢＳによる生放送があったが、番組編成の見直しに

　　　　より、無しになった

　　　・スカパーで全５局を見られるようにした

　　　・ＮＨＫでは、ＮＨＫ杯戦と講座以外について、特殊番組の見直しがある

　　　・アマ名人戦も、将棋の日も定かでない

　　　・３月から、現役プロと将棋ソフトとの対戦があるが、プロが不利ではないかとも言われている
　２）「子供教室普及について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本将棋連盟　宮田利男七段
　　【要旨】
　　　・一昨年の倉敷王将戦、東京都代表４名と神奈川県代表４名、計８名のうち５名が私の教え子で
　　　　あった
　　　・大震災の後に悩んだ。このまま将棋の勉強を続けて良いのか。日本のために勉強して欲しいと
　　　　とも思った。

　　　・教え子に奨励会６人がいる。

　　　・最近、子供たちは将棋をやって楽しければ良いのではないかと思うようになった。

　　　・私が奨励会に入ったのは１５歳で、当時は早かったが、今では遅いと言われる。

　　　・子供たちの多くは幼稚園から小学１～２年で、父親の職業を聞くと、医者とか弁護士という子

　　　　が多い。このまま将棋を強くしてよいのか疑問に思う。強くして棋士になりたいと言われるよ

りも、勉強をして父親の職業を目指した方が良いのではないかと思う。

　　【質問】①

　　　　・どうやったら強くなれるか。
　　　⇒・教室を見学させてもらいたいという指導員もおられるが、特別教え方がうまいとは思っては
　　　　　いない。
　　　　・青森の奈良岡さんがやっておられるところは、正座で真剣。強くなると思った。
・両極端を行くのが、東京の阿佐が谷でやっておられる小田切さんのところで、楽しくそこそ
こ強くなってもらいたい（初段位まで）。
　　　　・プロですから、子供を見れば、強くなれそうな子とかそうではない子とかは分かる。
・本県出身の阿部健治郎君を、奨励会の頃に一目見て強くなれると思った。「強くなるんだ」と
いうオーラがあった。

　　【質問】②

　　　　・教え子の数と月謝などについて

　　　⇒・ハッキリは分からないが８０数名。一日いても２００～３００円で、あまり変わらないので

　　　　　はないか。

（以上）

